
滝川河川改修事業

福島県県北建設事務所
令和7年4月

滝川・滑川位置図

滝川河川改修事業箇所
（背水対策事業）



県北浄化センター

欠下橋

西新田橋弁天橋

橋梁

あつかし千年公園

橋梁(架替)
舘ヶ崎橋

滝川整備延長 Ｌ＝1140m

滑川整備延長
Ｌ≒750m

R5年度施工
・左岸取付道路
・右岸取付道路

R3.11～R5.1
・旧橋撤去工
・切り回し道路
・橋梁下部工
R4.7～R5.3施工
・橋梁上部工 橋長 L≒16.3m

R5年度～R6年度
築堤・護岸
Ｌ≒120m

R3.9～R6.3施工
（右岸）築堤 Ｌ≒600m
R3.11～R6.3施工
（左岸)築堤・護岸 Ｌ≒780m

R4.7～R5.3
築堤・護岸
Ｌ≒240m

R6.6～R8.2
築堤・護岸 Ｌ≒640m

R7.7～R8.2
護岸 Ｌ≒100m

R6.6～R7.7
築堤工 Ｌ≒110m

R6年度までに完了

R6･7年度施工箇所

凡例

横断図

平面図

・阿武隈川からの逆流による氾濫を防止するため、滝川と
その支川滑川の堤防を、阿武隈川本川の堤防と同じ高さ、
同じ幅に整備しています。

・滝川及び支川滑川上流からの洪水も安全に流せるように、

川幅を広げ護岸を整備しています。

・滑川の山付区間は、現況地形を活かした整備しています。

←滝川



阿武隈川水系滝川（国見町）令和元年台風 19号による被災状況

阿武隈川、滝川、滑川のうち、

滝川・滑川の堤防が低い区間から氾濫
流域平均
２日雨量
（岩沼地点）
２７３.５mm

須賀川市

郡山市

福島市

二本松市

岩沼市

相馬市

白石市

伊達市

国見町

桑折町

白河市

被 災 原 因

・阿武隈川の流れが滝川へ逆流し、欠下橋より上流の
堤防の低いところから越水し、その後、右岸側が破堤
しました。
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　舘ケ崎橋 危機管理型水位計（滝川）
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10月12日 10月13日

雨量(南半田上流流域平均)

水位(R1.10 舘ケ崎橋)

45.63m (10/13 7:20)

　滝川合流点 危機管理型水位計（阿武隈川）
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10月12日 10月13日

雨量(保原土木上流流域平均)

水位(R1.10 滝川合流点)

47.06m (10/13 2:50)

氾濫箇所

滝川


